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　　幼 児の 心 的飽 和 に 関 1 る家験的 廟 充皿1
・ 島 田 俊 秀　 　 高 橋 知 ラ　 　 孟 籐 貞 子

　（東京Pt政人 営　）　　　（慶衣三病rrtPンハ児彳責彳申靴 ネ目卸齔室）（東京家距支丿く労P付隅み どつヶ鮪 維 園）

　目的 ： 轍 白 ユ塗色で隊統行吻面 llみ ら

μ る心的飽和の碕聞的推脅の 過 程に 窟 づゐ邦

業 内唇の 命新 色 目的 とヲ乱 すなわ 翫 飽和

の 鰯 しは ・て 塗勉 吼 凶 色茅1の 腫蜘

どの よ う守 皮化 をでゐ ハ 。5iK 、こ μ 6 の 麦

イピ・口幼 児の 性格類型 の相一異 1〈よ っ （k 徴 ハ み

らμ ゐの 否 か 丶に つ の て射 癩写鹸落可と訊み バ 。

　方法 ．　 夲・欠．験口次 の 3 実験 ∂ ＼ら 守 ．て 寛

り各々 の 日 的 才遥 酷果 1ユ冫欠の と　　；1 て
層
あゐ。

〔家験 L 〕

　 目的
一

初 児は 馴常 生 活 に渥 し・ て， LIC　Vk・
’
　」）

色彩 ＆廷ん で
’
梗用

‘
ずろハ ．9 に、 こ 拯 らの現

象は紡 児の 性格の相 異〔苡 ・ て異 字ゐ ハ 否 ハ

（1つ 口 て・確認 すゐ 。　 方怯 顔 究餬 お 」 ひ1裏

験皿 ‘Z ；
’
・収 用 レ爪 級 験卸 ；つ 口 て，日 帛僕

用 L て し 〕る フレノYス の t！一ご曾働1定 し、，勧笋巳紐］

で用 し∬吃 彩の種類 に つ P て
，

最短 の もの 匁

1 と 〔，最長の もの と7 とむ穴 き さの
1痴 丶 演

位 乞つ ワ自 、　 結果
一

結果 ば表 7 医 禾 す。表7
　表7　日常侵 用祕 る色彩の 演位 と樹縢 型間 の 相寓

ば各被験 箔醒 イ史用 Lて し」ろ フレパ ヌ の 長 さの

測定の循果、最低の もの を便用頓震 の
f7　・」も

の とみ 守 し，セの 平周 懊紋 2各類 曳貌 氏 示 し

な もの であゐ．・各類型一周の嗣 闃 刀 像口 ，列位

差法 で求め 斥 bの であ る、

〔実験 五 〕

　 El的 ・一
塗 色 ド 用 し取 8 稚の 色 豹の好嫌 に園

し　て
一
言農1昼 し　，　　老二業彡の 繍 〔ユナ動愉フr）］“E1異 ‘く」　　つ

て埓戳函 み らA るか 否碗 てつ 1 亅て纏 認 ！る．

方 ラ表　実験 皿 で用 口 る 8　raの 色彩 k ，　1辺 ヱ0

腿 の 正 方 形の 自紙 匚塗る 。実験 老に こ の B 種

の 正 方形 包祖上 8 魚差別 に 配 ｛蚤し、被験 指に

「
こ こ に 8 つ の 色 を塗 昇 謡氏戯 あ り夏1 ． こ

の 呻ぐ 1・ 雷好 き霊 色1ユ ど 戸 で
」
で カ 、

。 と赦示 箜

与 え て　ヱ紋 響，且 ゼ ，　ぞ琳 色　1位 と
一9 る 。冫欠に

「

こ ん ど ほ 7 萩 残 り／ ［汽 ． こ の 中力丶 らユ番

好 爵 色 be　IN 選 奴 忌 らん 尉 し！、 と教 示

を与 え ， 之AKe　240 と
’
dる ．しス下同褓に 8イ立

までh 嶼位 E つ ηゐ 。こ の よ うtg 弁続 色2 回繰

知 硫 、「
っ 　1 の 彳均 を求め て各入の 繍 の 平

均 燠位 と L に、　 循 果
一一

実験縮果は 表 8F 示

噂。冫表31」各 被験者 の 好嫌 り身位 と．各麹 型．別 侭

弔 艶 求め て兼禾 げ 託 の であゐ 。

　表　ξヲ　　　色　家彡　の 好
一鎌 σ）　［，虞イ立

俵 験 N ］

　 目的一
潮 冗 皿 ぞ級告 1 汽謀 題 鬱 用 」1 て娑 色

づ千旅 ＆ 続脅 げ 甘 易合
，

イ往業嗣碕 ハ ら務 蒙放 衆
a での 期同 i” 、 じ の 錘 励 イ蜘 痴 斐・畷 e

， y
し〕へ 訂 誰 鋤 の推 緬 磁 ・ て 色彩の 侵 甲頻

潔 に ど r・う♂ う
tg 麦勤ハ み らμ ゐ ” 1色検討 でゐ。

一
方法

一
実験 方 1広口 研 究 〔田と塗《 同 L であ る、

91・ C の 実殊 課 の拶豌 漓 蓮 収 5雛 〔r・

衰 fg，次 93 象 で
・
あ ゐ 。　 Ci）塗色 ［：用 、 広 8色

「9 − 2 色 叨 レ・以 卿 ・ ・ ろ豊 択 L 硯 の て，
棘 験嗜 細 噺 品 厨 頂     フ 。 ・マ ス 山 稼

拓始 前 ［冴 、し L   鷹 差矛1区 虻 置 II て お く。   叡

fit” あ ズ・・ て 〔9 、小 三 断 彡励 丶存
』
らず1 色 て

塗　　ti　つ ’ゴ丶　
’9
’
　こ　　と　　，　　1司　＿　

．f　L＿；9f｛彡　E　イ言］ン隻fk 序コ　と　　て　　も
f） ・諭 ら自分で 好 齢 よ づ6 塗批 爵 ヒバ

つ 口 て強 調 げ   　 結果一結果il 表 9el ネ ！

rl・表 9 ぽ 全抔 牽守 （8 − E ） kJ ひ
幽
各孤 祀 ほ

k け ゐ 各 古魚 のイ更用楓髮の 喫イtE 尓 しr隈 L の

一74一

N 工工
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謹

ぐ ある。

表9　　聖 乍業中および
’
3fongに；Slフる色身彡のf更R］v）fun

鐸 型 E 1 図

色

彩

位
衵 亙 令髦亀曁

写 A　B　d−一
ご 毛 暑黒

AB一一
c
』匙宵

赤 155 ワ 34111 ／ ら 51

燈 43222127831141213

黄 ∫ 244154546521442

誅 6 ユ 33623 　6243 †52618
フK38 ら 553727238 ヰ 3ト5

青 2481435337263174
望躍丶丶丶 87768 34577

†

7E77

灰 761 宕 7 計
6834833

εi2．6

　結果 ：　 3 実験 の 各結果 ほ つ 口 て はよ 述 L
て き汽醒 各 実験岡 の 相 関 々 孫に つ し」て ば 表 峨

承 山 詠 す，表 io ロ 日常イ更用 され ゐ 色彩 の 虞

イ立 〔曳鴃・エ ）と 順位 法 に よ る妊 嫌 1痴位 （実験

皿 、 じ の 吻合 突験 工 と維麹 私硫
一『

する r＜あ 双

表 1σ 実験 1ヒ笑醐 の相 関　　色 ほ除外 亡广て 慎位 丿

　 　 と の 相 1勲 係 静 舷

　 　差冫去に よ ， て オくの r，

　 　 もの （あ わ ，．表 1119，

　　 　　 　 者 実験循 果 間 お よ び

表11穣 験御 相 無 緬 嚇 欄 　．各位 JFff　1旬の衵 闖 尺 徐
一一一一

類
。

、翠和畑 β
一A

一一一．−

A −B
．一．
B −o

　−1 π
O − E

一
e 一

巴

実験 工 一
〇．32 一D，75 一

σ．1ら 一〇．61 一D．76　
1

　　　　」
百 完験 正　　．一ゴ

位 衵

5゚ 惣
・24 一〇、坪2D ．45 σ．63 ：

τ

O．02　 　 0．36 　 　
−024 1

実験 工一一一一一一
　 　

一一一
「
一

一
〇．36 　 028　　　　1

0．5彳 o，52 σ．50 　 i

工 実験 五 一〇．15　 0．09
　 　 　 　 1

o．02D ．σ90 ．五7

位 耜
　　　　一＿
O．79　 一σ．0 矛　　 0・32 1

実、驗工 刃 ．71
−一一一

鬥
皺 赴墨 艦 r

αぎ8一一．一一一
一

〇43 一
θ．工∫

四郵
O．04．

　　　　　　　ワ 匚 二 一 亡 ．．一
イ立二衵　

1

　　　　一
α05　　　　0，41　　　　0．tε

鯨 Clzt の で，
こ 烈 触 ・ ら 次の 痢 m 肋 ．

〔1） 幼 児 の 色彩 の 使用頻廏 や 好 鎌 尽 ユ etti格類

型 に よ ゐ 顕 藷 を 衵 塁 〔ユ認 め ら 哲 セ し1。（i＝ 　7，　8 ）

（2）　幼
ia　［9

，

一
舷．侭 明 る し亅

『
黄 ・水 ・

蘇
・
責 な

どの 色彩 ＆好 み ，黒 ・
ノ廴

・赤
・
オ登な と の 色彩

ほ好 2te’い ． E 型 の 幼 児は ， こ／t らの 結累．と

口也相鬨 の 関係 に あ 。て、 日常に 黒 レ戻 ・蘇

te’と 色よ （用 し），　 i也   2 型 て ta
一

定 の 腹 向 ロ

み ら巨 ケ ロ ． （表 】の

（5♪　工 型 で ll，　日常よ く イ更痢 さ撚 ゐ｛≧象彡と／全・

作喋卯 冴 ］し協 四 毛 彩 匕 の 間［戛 に 正 の 相 関

関掾バ あゐ ハ
，

e 、層型 賀 コ貢O・ 相 閲・ 揉尽

あゐ 。　し表 1り

  　E 型 の幼 兄ば
ノ

塗昨 業中 願 縛 セ 色糸彡を

夕く用 し亅 る・薪に ∫−A位祖 F 漏 レ」 て
， ぞ の傾

伺 ほ強 く，飽 ・絢位 祠 に X 、」 て 口 湘壌 し．過鞄

湘 位桐 に な る と再 び好 さtt’色彩 ＆用 い る よ う

に なる 。 し表 1り

〔5）　E ，　「
＞1型 て

・
に5一ハ位丿相“、ら AB 位 オ日 e（∂ 

け て色彩 の 便 用ft　v・t’　Z勤 し、 月一6
，

β一〇 位相

では
一定 の 硬 向 色示 し， さう に レ E 位 相 ド ハ

リ
『
て　皮動

J
す
』
ゐ　。　　工　型 　

一
τ
・
la，　　cr− ！4イ立相 ヵ 丶　ら　A−B

位 相 F ハ け   類似 Lrζ傾伺 E 示 しB −O 位衵 叭

後 〔露 ゐ ど
， セの 体倒 ほ 変勤で る。

　結諭 二　 ・爾 究〔91　A
’
　」 び厨坑・tMl　＿t う次 の よ う

な結論ヵ＼得
・
研 4 ゐ 。

の 　紡 児頃 ， gL罰
・

内罰 ・焦罰 D3 類 型 の 口

す
』
オ4 の 性4謇一であ つ て も， ノじ負勺を乞和に 豈

一
すゐ 且

での 畴間 は
一定 て

．
あ ゐ 。

・2） 丙罰 ・無 罰翼 の 幼 尼 に ‘証顕 堵 セ薪 徴 ほ み

ら担 恥 掴
r 外 罰型 の 幼 児に，飽和位 衵 1＼違

髄 と縁 郎 種 乳 ↑在舶 力・・ 廴 勧

・ a　rz， 介在行勤 脚 表面 仏 す ゐ 以 前 尽 他 の 2

麹 型 よ り も軍 く斥業の 箕町面 F 硯わ 縁 る。

ω 外 罰 型 の 幼 必 ユ、一敏 尽始 き奪色名 と 用

L只 イ隊 と進あ 伽 ＼
、 池 の 2 動 勲 へ

，
舵知

耐 巨の 趣 鍬 イチ・・用 ・罵 哲 彡朔 繍 ・ヴ く な

ゐ．

　よ 1寸 ゐ F ，切 児の煮隈定課顰探業場面 民

Jb　q ゐ飽如過貍 臼 ユ
， 幼見 の 入諮的 蓼邸 べ大

さく髟堺 すゐ。

　米 こ の 厨究 に あTi・て〔9，潟知 ク陵薦 弦 オ旒 平乞生，

」N ・fma みと微 初樋 ノ1：廟既 弥 う瀦 購 恥 頚
3U −・． ここCJ厚く謝 僖色表 ほ す・
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